
月
２
日
、
ふ
く
し
ま
大
集
会
が
開

11
催
さ
れ
、
な
く
せ
！
原
発･
核
燃
三
八
連

絡
会
か
ら
バ
ス
等
で

人
が
参
加
、
地

40

労
連
か
ら
も
、
年
金
者
組
合
、
県
教
組
、

青
銀
労
組
、
社
会
福
祉
事
業
団
労
組
な
ど

か
ら
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ふ
く
し
ま
大
集
会
に
は
福
島
県
内
及
び

全
国
か
ら
七
〇
〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
地
域
と
団
体
の
テ
ン
ト

が
立
ち
並
び(

の
ブ
ー
ス)

、
困
難
で
つ

70

ら
い
状
況
が
続
く
現
状
と
解
決
へ
の
思
い

を
語
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
農
民
連
を
中
心
と
し
た
物
産
・

直
売
コ
ー
ナ
ー
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
が
ん

ば
る
福
島
を
感
じ
ま
し
た
。
集
会
で
は
、

首
都
圏
反
原
発
連
合
の
ミ
サ
オ･

レ
ッ
ド

ウ
ル
フ
さ
ん
、
日
本
共
産
党
書
記
長
の
市

田
忠
義
さ
ん
、
浪
江
町
議
会
議
長
の
小
黒

敬
三
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
し
、
福
島
復
興
・

除
染
、
汚
染
水
垂
れ
流
し
や
め
よ
、
い
ま

す
ぐ
原
発
ゼ
ロ
へ
等
と
述
べ
ま
し
た
。「
手

と
手
を
つ
な
ぎ
、
前
へ
進
も
う
」
と
の
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
後
、
市
内
の
ア

ピ
ー
ル
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

バ
ス
で
は
、往
路
は
学
習
や
う
た
ご
え
、

帰
路
は
自
己
紹
介
や
感
想
を
述
べ
あ
い
な

が
ら
す
ご
し
、
充
実
し
た
１
日
と
な
り
ま

し
た
。

社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
施

今
年
の
自
治
体
訪
問
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
10

月

日
か
ら
で
、
三
八
各
町
村
へ
の
訪

28

問
は

月

日
と

日
に
行
わ
れ
ま
し

10

30

31

た
。
主
な
要
求
は
、
生
活
保
護
制
度
改
悪

反
対
、
国
保
料(

税)

の
引
き
下
げ
と
制
度

の
改
善
、
介
護
の
充
実
の

点
で
、
こ

3

の
こ
と
に
つ
い
て
の
自
治
体
の
状
況
や
考

え
方
を
聞
き
、
ま
た
住
民
本
位
の
制
度
改

善
を
と
い
う
私
た
ち
の
考
え
を
説
明
し
な

が
ら
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
行
動
に
は
、

県
社
保
協
と
三
八
社
保
協
に
参
加
し
て
い

る
医
療
生
協
や
生
健
会
、
新
婦
人
、
年
金

者
組
合
、
三
八
地
労
連
な
ど
か
ら

人
12

～

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
自
治
体

14
か
ら
は
国
保
・
介
護
の
担
当
者
が
出
席
、

文
書
や
口
頭
で
の
回
答
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
懇
談
で
は
、
田
子
町
で
新
た

に
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
助
成
が

始
ま
り
三
八

市
町
村
中

市
町
で
の

7

5

実
施
と
な
っ
た
こ
と
、
風
疹
ワ
ク
チ
ン
助

成
が
全
町
村
で
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

年
金
者
一
揆
八
戸
集
会
開
催

年
金
切
り
下
げ
反
対
の
声
を
集
め
よ
う

と

日
、
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

16
ム
は
っ
ち
で
年
金
者
一
揆
八
戸
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。年
金
者
組
合
や
新
婦
人
、

八
戸
生
健
会
、
三
八
地
労
連
等
８
団
体
に

よ
る
実
行
委
員
会
の
主
催
で
開
か
れ
、
大

雨
・
暴
風
警
報
発
令
中
に
も
か
か
わ
ら
ず

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

33
高
橋
靖
昌
実
行
委
員
長
は
あ
い
さ
つ

で
、

％
切
り
下
げ
の
不
当
性
と
そ
の

2.5

後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
に
つ
い
て
述
べ
、
高
齢
者
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
社
会
保
障
再
生
・
充
実
の

方
向
に
流
れ
を
変
え
よ
う
と
訴
え
ま
し

た
。
年
金
者
組
合
三
八
支
部
の
佐
藤
正
博

り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
保
の
広
域
化
や
道

州
制
に
つ
い
て
の
疑
問
が
表
明
さ
れ
る
な

ど
、
地
域
を
守
る
自
治
体
の
気
概
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
生
活
保

護
制
度
に
つ
い
て
は
町
村
が
直
接
に
は
業

務
を
担
当
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
制

度
の
改
悪
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

私
た
ち
の
訴
え
に
、
「
回
答
・
コ
メ
ン
ト

を
述
べ
る
立
場
に
な
い
」
と
紋
切
り
型
の

発
言
を
行
っ
た
自
治
体
が
あ
っ
た
こ
と
は

残
念
で
す
。

新
郷
村
で
は
須
藤
良
美
村
長
も
出
席
し

て
、
地
域
を
守
る
た
め
の
村
政
を
行
っ
て

い
る
と
述
べ
、
村
民
を
雇
用
し
て
の
事
業

や
子
ど
も
の
「
お
小
遣
い
」
給
付
、
学
校

給
食
費
の
無
料
化
等
の
施
策
を
紹
介
し
ま

し
た
。

な
お
、
八
戸
市
と
の
懇
談
は

月
11

12

日
に
行
わ
れ
ま
す
。

さ
ん
は
、3000

万
人
の
年
金
生
活
者
の

世
論
で
政
治
を
変
え
て
い
こ
う
、
そ
の
た

め
に
行
政
不
服
審
査
請
求
の
取
り
組
み
の

大
運
動
を
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
八
戸
生

健
会
の
神
田
洋
一
さ
ん
は
、
８
月
に
開
始

さ
れ
た
、
３
年
で

％
に
も
達
す
る
生

6.5

活
保
護
費
切
り
下
げ
と
現
在
仙
台
高
裁
で

闘
わ
れ
て
い
る
青
森
生
存
権
裁
判
に
触

れ
、
社
会
保
障
を
守
る
取
り
組
み
推
進
を

訴
え
ま
し
た
。
新
婦
人
八
戸
支
部
の
清
野

克
美
さ
ん
は
、
会
と
し
て
行
っ
た
年
金
ア

ン
ケ
ー
ト
の
深
刻
な
内
容
を
紹
介
し
、
年

金
切
り
下
げ
反
対
の
取
り
組
み
を
共
に
進

め
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

最
低
保
障
年
金
の
導
入
や
審
査
請
求
の

呼
び
か
け
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金
制

度
確
立
に
向
け
て
奮
闘
す
る
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
、
最
後
は
、
あ
ゝ
人
生
に
涙

あ
り
や
故
郷
を
み
ん
な
で
歌
っ
て
連
帯
を

深
め
ま
し
た
。

【
当
面
の
日
程
】

月

日

社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン
③

11

12:

八
戸
市
庁
集
合

15
30

月

日

幹
事
会
⑤

11

19:

教
組
事
務
所

18
30

月
６
日

６
・
９
行
動

12

:

コ
ー
プ
あ
お
も
り
る
い
け
店

13
00

月

日

県
労
連
評
議
員
会

12

14:

県
教
育
会
館

14
00

月

日

幹
事
会
⑥

12

19:

教
組
事
務
所

18
30

月

日
～
１
月
５
日
事
務
所
休
業

12

29

１
月

日

地
労
連
旗
び
ら
き

17:

友
の
会
福
祉
会
館(

旧
三
八

18
30

教
育
会
館)
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今
年

月
か
ら
開
始
さ

10

れ
た

％
の
年
金
切
り
下

2.5

げ
に
対
し
て
、
年
金
者
組
合

は
行
政
不
服
審
査
請
求
の
取

り
組
み
を
準
備
し
て
い
ま

す
。年

金
者
組
合
三
八
支
部
は

月

日
の
支
部
委
員
会

11

11

で
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を

学
習
し
、
組
合
員
だ
け
で
な

く
広
く
年
金
受
給
者
に
審
査

請
求
よ
び
か
け
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

月
か
ら
の
切
り
下
げ

10
は
、

月

日
支
給
分
か

12

13

ら
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
12

月
初
旬
に
通
知
が
届
き
、
そ
の
日
か
ら

日
以
内
に
不
服
審
査
請
求
を
行
う
こ

60と
に
な
り
ま
す
。
審
査
請
求
は
社
会
保
険

審
査
官(

東
北
厚
生
局
に
設
置
、
仙
台)

に

対
し
て
行
わ
れ
、
１
月
末
に
、
年
金
事
務

所
を
通
じ
て
提
出
す
る
予
定
で
す(

い
っ

せ
い
行
動
の
予
定)

。

裁
決
結
果
に
不
満
な
場
合
は
、
厚
労
省

内
に
設
置
さ
れ
た
社
会
保
険
審
査
会
宛
に

再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
、

裁
決
に
対
し
て
の
訴
訟
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
年
金
者
組
合
中
央
本
部
は
、
再
審
査

請
求
の
詳
細
や
裁
判
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

た
め
て
提
起
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

学
ぶ
権
利
の
保
障
と
し
て

高
校
授
業
料
無
償
化
継
続
を

安
倍
内
閣
は
臨
時
国
会
に
高
校
授
業
料

無
償
化
を
廃
止
す
る
法
案
を
提
出
し
ま
し

た
。
中
身
は
、
①
現
在
の
公
立
高
校
授
業

料
無
償
化
と
私
立
高
校
の
就
学
支
援
金
制

度
を
一
本
化
し
、
②
所
得
制
限
を
導
入
し

て
高
所
得
者
に
は
支
給
し
な
い
と
い
う
も

の
で
す
。

高
等
教
育
の
授
業
料
無
償
化
は
世
界
的

潮
流
で
あ
り
、
国
連
の
「
経
済
的
、
社
会

的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規

約｣

で
は
「
高
等
教
育
は
…
無
償
教
育
の

漸
進
的
な
導
入
に
よ
り｣

、｢

能
力
に
応
じ
、

す
べ
て
の
者
に
対
し
て
均
等
に
機
会
が
与

え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と｣

と
さ
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
、
教
育
を
受
け
る
権

利
の
保
障
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
授
業
料

無
償
化
を
や
め
、
所
得
制
限
を
導
入
す
る

こ
と
は
、
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
原

則
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
所
得
証
明
書
の
提
出
・
集

約
な
ど
、
保
護
者
と
学
校
に
非
常
に
煩
瑣

な
新
た
な
業
務
を
持
ち
込
む
も
の
で
す
。

高
所
得
者
に
負
担
を
と
言
う
の
で
あ
れ
ば

税
に
よ
る
負
担
を
、
低
所
得
者
対
策
と
し

て
は
給
付
制
奨
学
金
制
度
を
つ
く
る
べ
き

で
す
。

２
０
１
３
年
度
自
治
体
要
望
書(

案)

幹
事
会
は

月

日
、
今
年
度
の
自

10

24

治
体
要
望
書(

案)

を
確
認
し
ま
し
た
。
新

し
い
要
望
事
項
と
前
年
度
か
ら
の
変
更
点

(

傍
線
部)

は
左
記
の
通
り
で
す
。
ご
意
見

は
、
各
組
合
の
執
行
部
ま
た
は
地
労
連
事

務
局(

４
７
ー
８
８
８
６)

に
、11

月18

日
ま
で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

前
年
度
と
同
じ
部
分
は
紙
面
の
都
合
で
省

略
し
ま
し
た
。
全
文
は
各
組
合
宛
に
送
付

し
て
い
ま
す
。

⑦

貧
困
と
格
差
の
拡
大
に
伴
い
、
経
済

的
困
難
か
ら
薬
代
の
自
己
負
担
が
払
え
な

い
、
ま
た
、
治
療
を
中
断
す
る
と
い
っ
た

事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
高
知
市
は2011

年

月
か
ら
独
自
に
、
全
国
で
初
め
て

4
無
料
低
額
診
療
制
度
利
用
者
に
薬
代
を
助

成
す
る
措
置
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
青
森

市
で
は
、2013

年

月
か
ら
助
成
と
な

7

り
ま
し
た
。
八
戸
市
に
お
い
て
も
、｢

薬

局
の
無
料
低
額
診
療
事
業｣

を
行
う
た
め

に
、
高
知
市
や
青
森
市
の
よ
う
な
助
成
制

度
を
行
う
よ
う
求
め
ま
す
。

※
新
し
い
要
望

○
説
明

無
料
低
額
診
療
事
業
は
社
会
福

祉
法
に
よ
る(1951

年
成
立)

。
こ
の
時
代
、

薬
局
は
病
院
の
中
に
あ
り
、
無
料
低
額
診

療
制
度
の
対
象
だ
っ
た
が
、
医
薬
分
業
に

よ
っ
て
院
外
に
出
た
た
め
事
業
の
対
象
外

と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
無
料
低
額
診
療

で
免
除
・
減
免
さ
れ
た
患
者
の
医
療
費

は
、
事
業
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
の
持

ち
出
し
だ
。
患
者
が
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
れ
ば
、
持
ち
出
し
す
る
の
は
患
者
負

担
分
だ
け
で
よ
い
が
、
無
保
険
の
場
合
は

医
療
費
の
全
額
を
医
療
機
関
が
カ
バ
ー
す

る
こ
と
に
な
る
。
無
料
低
額
診
療
の
適
用

事
業
所
は
固
定
資
産
税
な
ど
の
優
遇
は
受

け
ら
れ
る
も
の
の
、
診
療
報
酬
の
削
減
で

厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
今
、
決
し

て
楽
な
こ
と
で
は
な
い
。
無
料
低
額
診
療

事
業
は
、
「
目
の
前
の
患
者
を
見
捨
て
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
医
療
者
の
良

心
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
側
面
も
大

き
い
。。

⑧

高
齢
者
の
肺
炎
罹
患
率
は
高
く
、
平

成

年
度
の
日
本
の
死
亡
原
因
で
は
第

23
３
位
に
入
っ
た
危
険
な
病
で
す
。
嚥
下
能

力
や
免
疫
力
の
弱
っ
た
高
齢
者
が
肺
炎
に

な
り
や
す
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
予

防
接
種
を
す
る
こ
と
で
、
肺
炎
予
防
と
医

療
費
抑
制
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
助
成
の
年
齢
を

歳
以
上

65

に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ま
で
、
当
面
の

措
置
と
し
て

歳
以
上
へ
の
助
成
と
し

70

て
く
だ
さ
い
。

※
当
面
の
措
置
の
追
加

⑨

独
居
高
齢
者
に
つ
い
て
、
緊
急
通
報

装
置
を
安
価
に
設
置
で
き
る
よ
う
助
成
し

て
下
さ
い
。
ま
た
、
高
齢
者
の
安
全･

安

心
を
守
り
孤
立
死
を
防
ぐ
た
め
の｢

地
域

の
、
社
会
的
な
シ
ス
テ
ム｣

を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

※｢

福
祉
安
心
電
話
の
検
討｣

の
削
除
、
下

線
部
は
新
し
い
表
現

⑬

月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

％

10

2.5

の
年
金
切
り
下
げ
を
中
止
す
る
よ
う
政
府

に
求
め
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
要
望

⑭
「
あ
お
も
り
っ
子
育
み
プ
ラ
ン

」
21

の
継
続
・
拡
充
を
県
教
育
委
員
会
に
働
き

か
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
国
の
責
任
で

人
以
下
学
級
を
実
現
す
る
よ
う
国
に

30働
き
か
け
て
下
さ
い
。
さ
ら
に
、
市
独
自

予
算
で
「
育
み
プ
ラ
ン
」
の
対
象
外
の
小

中
学
校
全
学
年
を

人
以
下
学
級
に
で

33

き
な
い
も
の
か
検
討
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
そ
の
場
合
に
必
要
な
予
算
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

※
傍
線
部
は
追
加(

現
在
は
小

~

と

1
3

中

が

人
以
下
学
級)

1

33

⑱

給
食
費
の
無
償
化
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。
七
戸
町
で
は
五
千
万
円
の
予
算
で

給
食
費
の
無
償
化
に
踏
み
切
っ
た
そ
う
で

す
が
、
八
戸
市
で
実
施
し
た
場
合
、
ど
れ

く
ら
い
の
予
算
が
必
要
に
な
る
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
要
望

⑳

全
炉
心
にM

OX(

混
合
酸
化
物
燃
料

ー
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料)

を
装
荷
す
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
危
険
な
大
間
原
発

は
中
止
す
べ
き
で
す
。

㎞
圏
内
で
あ

30

る
函
館
市
の
強
い
中
止
要
求
に
か
ん
が

み
、
政
府
と
電
源
開
発
に
対
し
て
工
事
の

中
止
を
求
め
て
下
さ
い
。

※
語
句
の
削
除(

原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る
国

民
世
論
や)

と
修
正

㉑

平
和
首
長
会
議
加
盟
自
治
体
と
し
て

｢

原
子
爆
弾
被
害
の
実
態
を
広
く
市
民
に

認
識
さ
せ
る
た
め｣

の
取
り
組
み
を
す
す

め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
日

本
被
団
協
作
成
の｢

原
爆
と
人
間｣

パ
ネ
ル

の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
語
句
の
削
除(

青
森
、

弘
前
等
の
例
示)

と
修

正
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